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基調講演 

『地域コミュニティの活性化～地域のつながりがつくる暮らしやすいまち』 

講師：立木 茂雄氏 

 

 皆さんこんにちは。同志社大学の立木と申します。 

 地域のコミュニティやみんなで一緒に暮らすということが段々希薄化している中で、こ

こ京都でそれをもう一度活発にしていきたいということで、これからの約 40分間は、これ

までずっと私が関わってきた神戸市の事例などをお話させていただきたいと思います。 

 ちょうど 2 年前に東北で大きな震災があり、それをきっかけにしてつながりが大事だと

いうことが見直されてきた、そういったことが言われているんですが、実は、18 年前の阪

神淡路大震災でも同じようなことが言われました。私は、被災されて生活を立て直してい

く、そういった方々を支援することを 18年近くやってきましたが、今日はまず最初に、そ

の中で、やっぱり人と人とのつながりが大切なんだということを実感するような取組のお

話をしたいと思います。キーワードは『人と人とのつながりがもつチカラ』です。結論か

ら言うと、人と人とのつながりが豊かであればあるほど、被災者の生活の再建は前に進ん

だというお話です。そして今、東日本大震災から 2 年過ぎようとしていますが、仙台空港

のある宮城県の名取市の生活再建に 2 年間取り組んでまいりました。そこでも神戸と同じ

ような検証作業を行いました。そこからどんなことが見えてきたのかを次にお話しさせて

いただきます。そして、今日の話のメインとしては、つながりが豊かであると、それがい

ったいなんぼのもんや？ということについて６～７年研究をしてきましたが、そこから見

えてきたことを一言で言いますと、『あいさつをすると、安心で安全なまちになる』という

ことです。それについてお話をさせていただき、最後に具体例として、皆が頑張って地域

活動を活発化させるとどんな良いことがあったかについて、ある町の事例をお話ししよう

と思います。 

 

 1995 年、神戸の震災が起こり、いろいろなテーマが浮かんできました。その中の一つに

「生活の再建」というのがございました。ところが、生活の再建とは具体的に何をしたら

いいのかということについて、実は、よく分からずに最初の 5 年間は色んな方が支援して

おりました。そこで５年目に、本当に生活というのが震災直後に比べて前に進んでいるん

だろうかということについて検証してみよう、という取組をいたしました。 

 そこで問われたのは、そもそも被災して生活を再建するとはどういったことなのか、何

が大切なのかについて、実際に被災された方にお問い合わせしようということを考えまし

た。240名ぐらいの方々と全体で 14回の検討会をいたしまして、実際に生活再建を進める

上で役立ったものはどんなことですか？ということをカードに書いていただき、それを皆

で寄せ合って整理分類する作業を行いました。ご意見が 1,623 枚寄せられ、それを全部床

に広げて似たようなご意見を仲間にして、それに名札を付けてやる、という作業を繰り返
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していきました。すると、被災された方にとって生活再建を進める上で大事なものが７つ

にきれいに分類されることが見えてまいりました。 

 突然、予想もしなかった地震によって愛する家族を失った方もいます。住宅を失った方

もいます。5年目の時点で振り返ってみて、生活を立て直すうえで何が大事かということで

すが、まずは住宅、『すまい』を元に戻すことが大事だというご意見がありました。次に、

住宅は元に戻ったが、新しく高層住宅に入って鉄の扉で閉ざされたエレベーターで同じ階

の人とお会いしてもあいさつすることもない、そういったままでは、自分の生活が戻った

とは感じられない、つまり『つながり』がすごく大事だというご意見がありました。次に、

まちが面としてやられてしまったため、自分の家を建てようと思っても区画整理事業とい

うのが入って、みんなで合意してちょっとずつ自分の土地を拠出して、道を広くするとか

公園をつくるとか、そういうことの縛りがかかってしまいます。そうすると、生活を元に

戻そうと思うと、まちを立て直すということをしないと、自分の生活の再建に直結しない。

『まち』が元に戻ることが大事だという意見がありました。次に、『こころとからだ』です。

ストレスを和らげることがとても大切だという意見がありました。それから、次の災害に

『そなえ』られる、より安全なまちにより安全な暮らしをしたいということが、生活の再

建に直結するという意見がありました。次に、『暮らし向きや生業・生計』。最後に『行政』

はどんなふうに被災者を支援したらいいのかというご意見がありました。 

 ７つの意見に分類されたけれども、その数にはバラつきがありました。1,623枚のカード

（図１） 
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を７つに分類して、それぞれ何枚ぐらいあったのかをグラフにしてみました。（図１）そう

しますと、『すまい』と横の『つながり』の２つのご意見の数が半分以上になりました。つ

まり、５年目の時点で被災者にとっての生活再建というものは、『すまい』が何よりも大切

だけれども、ただ器としての住まいではなく、そこで住まうということを考えたら、皆さ

ん横の『つながり』がとても大事だという意見がでてまいりました。 

 これが５年目の時点の結果でしたが、同じ取組を 10 年目の 2005 年にもう一度行いまし

た。生活再建はどうだったのか、同じように検討会を行いました。10 年を振り返ってみて

わたしの生活がどれぐらい元に戻っているのか、それを進めるうえで何が大事だったのか

ということについて同じように検討を行いました。これがその結果で（図２）、5 年目が青

色で 10 年目があずき色とクリーム色になっています。すると、大変興味深いことに、10

年目の検証作業では、『すまい』が大事だと答える人は一人もいらっしゃらなかった。もう

住宅については落ち着いた。では 10 年目で一番大事だとおっしゃったのは何かというと、

引き続き、人と人との『つながり』を豊かにすることでした。『つながり』が、10年目でも

生活の再建を進める上で大きな力になったということが見えてまいりました。 

 これが神戸の結果だったのですが、その後、2年前に東日本大震災が起こりました。それ

で、生活再建のことにずっと関わってきましたので、私は、宮城県の名取市に入りました。

（仙台空港がありますので、実は、日帰りで仕事ができます。朝 8 時 15 分に乗ったら 10

時から現地で人とお会いして、5時 15分の便で帰って来られます。）震災のあったその年の

（図２） 
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5 月、住宅を無くされ仮設住宅に応募された方々1,000 名ほどに、「今の時点で気掛かりな

ことは何ですか？」と問い合わせたところ、御意見としては、生業、暮らし向きのこと、

住宅のこと、それから行政からの支援がどうなのか、こういったことが気掛かりだという

ご意見だったのですが、それに続いて、第 2 グループとしては、家族や地域のつながりは

このまま保っていけるのだろうか、ということが震災直後の時点でもすごく大切だという

ことが見えてまいりました。 

 それで、ほぼ 2 年目を迎える今年の 1 月の末、神戸の 5 年目と同じような検証を名取の

市民の方々と行いました。2年目の時点で生活の再建を進める上で大切なことは何だろうか、

ということで、直接市民の方々に御意見を書いていただいて、それを整理してみました。（図

３）色々出てきたんですが、結局、かたまりを見ていきますと、まず、『まち』の再建です。

名取市ではまちの復興計画が４箇月ほど前に進まない状況だったことがあって、まちのこ

とがとても気掛かりだ、とおっしゃっていました。それから、自分の『すまい』のことが

気掛かり。そして、『くらしむき、なりわい』、食料や自分の生活、生計のことが心配だと

いうご意見。『行政』がどういうふうに支持していくべきなのかという意見がありました。

それから、『つながり』について、それが生活再建を進める上で大事だということを先々月

の時点でも被災された方々はおっしゃっていました。『こころとからだ』、それから『そな

え』。結局、神戸のときに見えてきた 7つの要素が、どれも、東日本大震災のときでも大事

だということが見えてまいりました。ただ、重きを置いているところが、被災の過程の中

（図２） 

（図３） 
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で、今の名取の人たちにとっては、まちの復興の姿が見えない、これが見えないことには

住宅も建てられない、ということで、意見としては一番多かったんです。けれど、そうい

った中でも、震災直後から「つながり」が大事だということを被災者の方々自身がおっし

ゃっていたということです。 

 被災していない京都のまちで被災の話をすると、なかなか、それが私たちの暮らしにど

う直結するのか、というところでちょっと遠い話のように聞こえるのですが、ここまでが

第一部です。『人と人とのつながりがもつチカラ』が確かにあった。そしてその力が生活の

再建を進めていく上で確かに大きな効果があるんだということを被災者自身が語っていた、

というのが最初の結論です。 

 

 では、このつながりが持つ力が、被災した時に生活を元に戻すためだけに力が発揮され

るのでは決してない、というのが 2つ目のところで、これからお話しをしたいと思います。 

 人と人とのつながりを示す指標のひとつとして、「ソーシャル・キャピタル」というもの

があります。次にお示しするのは、人と人とのつながりが豊かであるとそれがなんぼのも

のか？それを都道府県

単位で比較したもので

すが、横軸に人と人と

のつながりが持つ力を

数字で表したもので、

人と人とのつながりが

豊かなところはどんな

ところかというと、一

つは（図４）ボランテ

ィアに参加する人の割

合がどれぐらいかとい

うのを横軸にとります。

右に行けばいくほどボ

ランティアの参加率が

高い都道府県です。縦軸は何かというと、その都道府県の失業率です。すると大変面白い

ことに、皆さんが率先してボランティアされるところでは、失業率が低い。右肩下がりに

なっていますから、参加率が高いところほど失業率が低くなるという傾向が見えてきます。 

（図４） 
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 それからもう一つ面

白いデータ（図５）は、

人と人とのつながりが

右へ行けばいくほど豊

かになる、右肩上がりに

なっている縦軸は何か

というと、生涯の間に女

性が何人のお子さんを

お産みになるのかとい

う数なんですが、つなが

りが豊かな都道府県ほ

どお子さんの数をたく

さんお産みになってお

られる。というような、

つながりが豊かである

とそれがなんぼのもんだというと、そこでは、何か女性が安心してたくさんお産みになっ

ているみたいだ、というような結果が、都道府県単位の調査で分かっております。 

 

 そういったことを踏まえまして、もっとより細かなレベルで、お一人おひとりにお問い

合わせをして、つながりが豊かであるということは本当にどんな意味を平時の日常の暮ら

しの中で持っているのか、ということを調べてまいりました。 

 これは、神戸市内で６～７年やってきた研究なんですけれども、最初の年に、地域活動

が大変に熱心な場所というのを伺って、そこに訪れて、どんなふうにしたはるのか、じっ

くりとお話を聞かせていただくということをしました。９か所に伺いました。これは初年

度にやったことなんですが、そこで、後々に今度は調査票をお送りして、その地域がどれ

ぐらい人間関係が豊かであるのかということが、数字で表せるようになりましたので、後

から振り返ってみて地図の上に、その地域がどれぐらい皆さんのつながりが豊かなものか

というのを色分けして載せてやりますと、結果的には、訪れた 9 つの場所というのはどれ

も、つながりが豊かなところ 9 か所にたまたま上手い具合に我々は訪問していました。そ

こで地域活動が熱心なところというのは、どんな特徴があるのかというのを洗い出しして

みたわけです。すると、かなり特徴が共通していることが見えてまいりました。（図６） 

（図５） 
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真ん中のところがつながりが豊かであるということで、矢印はそのつながりを豊かにする

のにどんな軸があるのか、ということを示したものなんですが、熱心に活動されていると

ころというのは、例えば夏祭りなど、上手に地域の行事をお使いになられて、それが皆さ

んの人間関係を、つながりを豊かにすることにつながっていくということが見えてきまし

た。それから、子どもを呼び込むとつられて親がやってくるということで、豊かなところ

は、上手にお子さんを巻き込んでおられました。3つ目の軸としては、お住まいの地域の特

徴的な点とか歴史とか愛着を持てるようなところを意識して発信をされておられました。

すると結果的につながりが豊かになっているということが起こっている、ということが共

通して見て取れました。それから、あいさつ。地域の方々が、意図的にあいさつをされて

いる。そういうことをしていると、その地域の人と人とのつながりが豊かになっていると

いうことがありました。そして、多様な方々が参加している、お住まいの方だけではなく

て、御商売をされている方々、色々な方々が参加しているとつながりが豊かになっている

という共通の特徴がありました。それから、共通の課題、共通の敵ですよね、地域の中で

解決しなければならない課題というものがあると住民の方々が何とかしなきゃということ

でつながりが豊かになっていました。そして最後なんですけども、つながりが豊かなとこ

ろはやっぱり自治会とか町内会あるいはマンション管理組合がしっかりしていて、役員の

方が代わっても活動がちゃんと継続されるような仕組をお作りになっておられました。 

 こういった軸が見えてきましたので、この翌年には、神戸市内の町内会、自治会、マン

（図６） 
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ションの管理組合の役員さん、約 3 千数百あるんですが、そこに全員に調査票をお送りし

まして、本当にこういった軸で頑張っていたら、そこの地域ではつながりが豊かなのかと

いうのを、実際にデータで確認する作業をいたしました。すると、結論は、こんなにたく

さん軸があったんですが、それは、集約したら５つで説明できるということが見えてまい

りました。（図７） 

 これが、データで確認されたつながりを豊かにするには、意識して努力したら地域のつ

ながりは豊かになる、それには５つのやり方があるということを示しています。 

 一つは多様な住民を巻き込むこと。子どもも多様な住民の軸の中に入りました。大人や

子どもやお住まいになっている事業者などそういったいろんな方が参加すると、それがつ

ながりを豊かに確実にしていることが見えてまいりました。二つ目はイベントです。地域

の行事、お祭りや地域でやること、これを上手に活用することでつながりが豊かになって

いました。三つ目は、自分たちで自治している、そしてその自治ということが引き継がれ

ていくような工夫や仕組みをお持ちになっている、そういったことがつながりを安定的に

豊かにしておりました。四つ目は、わが地域ではどんな面白いことがあるのか、どんな素

敵なことがあるのかということを意識して発信して聞いていただくようにすると、確かに

その地域のつながりは豊かになっていました。それから五つ目は、あいさつです。地域の

方が自分から率先してあいさつをしているところでは、その地域の豊かさが確実に高くな

っていることが見えてまいりました。ここまでで見えてきたものは、この 5 つの取組でも

（図７） 
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って努力すればその地域のつながりは確実に豊かになるんだ、ということが確認されたこ

とになります。 

 では、次に、豊かであれば地域の中でどんな良いことがあるのか、ということについて

です。実際に調べてみましたのは、地域のつながりが豊かであったときに、それに合わせ

て、どれぐらい住んでいて安全や安心を感じているのかということです。例えば、空き巣

に入られる恐れをどれぐらい感じておられるか、ひったくりに遭う可能性がどれぐらいあ

ると思っておられるかなどの主観的な思いと、それから兵庫県警に協力していただいて、

全市内でどれぐらい実際に犯罪が起こっているのか、ひったくりや車上荒らしがどれぐら

いか、空き巣がどれぐらいか、それから、神戸市の消防に協力をお願いして、全市内での

放火の件数の実データをいただきました。こういう安心・安全の世界では、実際に犯罪が

起こってしまう前に、予兆というのか、呼び水にしてしまうような現象として、地域がど

れぐらい乱れているのかということがあるのですが、具体的には、ゴミがどれぐらい地域

で散乱しているのかとか、街灯が壊れたまま放ったらかされている、あるいは中高生が煙

草を吸っている、たむろしている、暴走族が徘徊しているなど、こういう犯罪とまでは言

えないが、地域の秩序の乱れがどの程度その地域にあるのか、ということをお問い合わせ

いたしました。地域の中で人と人とのつながりがどれぐらい豊かなのかを地図で色分けし

たものと、どの辺で放火が発生しているのかという地図、その 2 つを並べてやりますと、

つながりが豊かなところでは放火がされにくいということが見て取れます。 

 それをもうちょっとデータを使った形で分析をしましたら、結論はこんな風になってい

ました（図８）。まず何よりも住民の方の安全・安心感を直接左右しているのは、やっぱり

その地域の乱れ、街灯が壊れたままになっているとかゴミが散乱しているとか若者たちが

煙草を吸って公園でたむろしているとか、暴走族が徘徊している、そういったことが直接

に安心・安全感を左右している。ですが、それに対して、その地域のつながりが豊かであ

ると、その地域では秩序の乱れを抑止するというか予防する力になっている。予防する結

果として、その地域の安心・安全感が高くなっていたということが、データでもって確認

されました。 

さらにそれだけでは

なく、それぞれ、5つ

の取組の軸の矢印が、

つながりを高めてい

る、豊かであればあ

るほど放火や犯罪の

件数を下げる力を持

っていたということ

なんです。5つの取組

と言いましたが、そ

（図８） 
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れぞれにどれぐらいの効果があるのかが、矢印に付いた数字（係数）です。こうやって見

ると地域のイベントが一番係数が大きいのですが、5つのそれぞれの軸でもって確実に地域

のつながりを高めることができる、ということが確認をされたという結果になっておりま

す。 

 ここまでの話ですと、大学の授業みたいで分かりにくいので、具体的にどういうことか

ということについて、ここで、神戸の A 地区の事例のお話をさせていただきます。今見え

てきたことが、地域の事例に当てはめてみるとどうなのかということをお話させていただ

きます。 

 A地区はどういうところかと言うと、単身の方がものすごく多く、繁華街の飲食店で働い

ておられる方々がとても多い地域です。それと、昔からおられる方々もお住みになってい

る。ここの課題は何かと言いますと、ゴミ出しのルールを住民が守ってくれないというこ

とです。ゴミステーションなんですが、ゴミ出しの日ではなくその前の日にゴミをたくさ

ん持ってくる、しかも不法投棄もある、これを何とかしたい、ところがこの A 地区は、自

治会というものが無い地域だったんです（図９）。どうしようもない、ということになりま

した。行政に文句を言っても、この問題はお住まいになっている住民お一人お一人の問題

なので、行政が何か動けるものでもない。そこで、何とかしようと思った住民の方と行政

が協力して取り組ん

でいこうじゃないか

ということを考えら

れました。どうした

らいいか？まず、ゴ

ミステーションで問

題の多いところは何

か改善させてやろう、

それから、マンショ

ンでは特に外国人の

方も多々いらっしゃ

るので、日本語のチ

ラシだけではあかん

やろうということに

なって、多言語でのチラシを配布しよう、それから、連合自治会が無いところなので、こ

の活動に参加してくれる人をもうちょっと増やさなあかん、というようなことを課題にさ

れました。行政は何をするかと言いますと、監視カメラを設置したり、看板を多言語にす

るとかそういったことにお金を使いましょう、そして、住民の側はパトロールしましょう、

というようなことを話し合われました。実際にゴミ出しマナーのチラシを配ったり、夜間

にゴミステーションのパトロールに行ったり勉強会をされました。行政の方は監視カメラ

（図９） 
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を設置したり看板を設置したりというようなことをやりました。そして、その結果なんで

すけれども、前日のゴミ出しはやや減ったということです。一番不法投棄の多かったガー

ド下のゴミステーションは閉鎖して、別の場所で人の目にもっと付くようなところにゴミ

ステーションを置いた。翌年度には、更に住民の方々は、ある程度不法のゴミの量が減っ

たので、勇気づけられまして、よし、もっと夜間パトロールやろうじゃないか、勉強会や

ろうじゃないかといった取組をされるとともに、夏祭りの時に「ゴミ啓発屋台」というの

を出して、特に子どもたちを相手に、ゴミはどうやって仕分けるのかというふうなクイズ

をされました。また、ゴミステーションはどれぐらいゴミ出しのルールが守られていない

のかを、新聞にして皆さんに見ていただくというようなことをしました。唯一地域にある

単位自治会では、自分たちで啓発とか看板を出すようになられました。10月には、「ゴミ出

しみんなで守ろう！」ということでのぼりを立てて皆で練り歩かれたんですね。桃太郎行

列というやつです。そうこうしているうちに、この地域の中の老人会の方々が、「一緒に A

小学校行った同級生やんか、あんた何してんの？」、「今ゴミだしのキャンペーンやってん

ねん」、「あんただけやな、ほんなら私らも手伝おか？」と言って、老人会とこの取組をさ

れた方々がタイアップして、立ち番をしていただけるようになりました。立ち番をするゴ

ミステーションでは、明らかにゴミが減っていきました。これに勇気づけられて、近隣の

住民が見守り活動をキャンペーン後もずっと続けていかれたということです。老人会とタ

イアップして一緒に活動ができるようになっていった。注目していた一番たちの悪かった

ゴミステーションのゴミは減ったけれども、もしかしたらその周辺のところでゴミが増え

ているのではないかということがあったので、見ましたら、さほど周辺のゴミステーショ

ンでも前日のゴミが増えるということはなかった、ということがありました。それで、こ

れは面白いからもっと続けていこうやないかということで、段々住民の方々が勇気づけら

れていって、これ（図１０）は、キャンペーンが終わった後の燃えるゴミの収集日の前日

なんですが、当初と比べたらはるかにゴミが少なくなっていた。一応、プロジェクトとし

て終わったんですが、当初

と比べたら現在もゴミだ

しのルールが守られるよ

うになったということで

す。不法投棄されていたゴ

ミも段々とそれがちゃん

と守られるようになり、そ

れから、対象にしていたゴ

ミステーションと違うと

ころも、前日のゴミ出しの

量が減ってくるようにな

った、というお話です。 

（図１０） 
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 そこで、この A 地区の事例を先ほどの 5 つの軸で分析をし直してみますと、結局、元々

こんな状態だったのが、何とかしようということになって、皆さんで多言語チラシを配っ

たりパトロールをしたりされました。さらに、夏祭りの中でキャンペーンをしたり桃太郎

行列をしたり立ち番をしたり老人会とタイアップしたりということが起こって、結論とし

て、ゴミ出しのルールがこれだけ守られるようになっていた、ということです。 

 先ほど、5つの軸で地域のつながりが豊かになるということを申し上げましたが、この事

例に当てはめますと、多様な住民の参加軸、ここで見ると老人会とのタイアップ、色んな

方々が取組に関わるようになっています。それから、イベントの活用、これは例えば桃太

郎行列という行事をしてそれで練り歩くこともイベントですし、夏祭りの中に「ゴミ出し

分別屋台」というのを出して子供たちを巻き込んでやる、これもイベントです。それから、

地域の自立力の確保、皆で勉強会をしてよその地区ではどんなことをやったら上手くいっ

ているのかということで、役員の方々でしっかりと継続的な勉強会をされるようになった。

そして 4 つ目は、地域の中で今ゴミについてどうなっているのかについて、A 地区のゴミ

ステーションの今週の状況ということで毎週新聞を発行されています。それで今どうなっ

ているのか、ゴミ出しを皆で守ってくれることが、自分たちにとっての我が事になってい

った。そして、あいさつです。みなさんでちゃんとあいさつをされるようになっていって、

結果としてそれが人と人とのつながりを、汗をかいた結果として、豊かにしており、その

結果としてゴミ出しのルールが守られるようになった、不法のゴミ出しが、一目で見てわ

かるぐらいに減っていった。というのが、A地区の事例なわけですけれども、これは、単に

よその都市の話題ということではなくて、かなり私は普遍的に使えることではないかなと

思っています。 

 

 最後になりますが、例えば、あいさつ、これには、コツがあるんだとある自治会で伺い

ました。ここは日本の中で、空き巣やひったくりが一番少ないことで大変有名になった団

地です。ここの自治会の会長さんが、あいさつは広めるのにコツがある、それをやってい

たら誰でも地域の中であいさつするようになる、そのコツは何かというと、「あいさつ」だ

と言うんですね。あいさつの「あ」は、明るい声でしましょう、「い」は、いつもあいさつ

しましょう、「さ」は、人よりも先に自分からしましょう、そしてこれを取組として「つ」

づけましょう。明るく、いつも、先に、続ける、こういったことをやっていると、自然と

皆さんがあいさつするようになってくる、それだけで神戸の６～７年間に渡る調査では、

それは地域のつながりを豊かにすることに本当に力を持っていて、その結果として皆がル

ールを守るようになる、あるいは、より安全な安心なまちになるということが確実に行わ

れていた、ということが見えてきた。こういったことで、コミュニティの問題は、何か自

分から遠いお話のように聞こえるかもしれませんが、自分からあいさつするだけでも、よ

り安全なまちになるんだ、そういったことも含めて、京都の皆さん方が自分たちでも何か

できるんじゃないのか、というようなことをこの後のパネルディスカッションで考えてい
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きたいと思います。最後まで私の話を聞いていただきましてどうもありがとうございまし

た。 

（図５） 


